



























































































①《許可》   ⑥《勧誘》に対する《拒否》 








B の断りは、手伝いを申し出た A の好意を無下にすることになり、A のポジティブフェイ
スが脅かされる。さらに、A の手伝うという行為が妨げられたことで A のネガティブフェ
イスも脅かされる。そこで、ポライトネスとして「（気遣っていただかなくても）大丈夫」













概念化したもの」（山岡 2008:2）を言う。図 1 は「大丈夫」の発話機能における分類を図
式化したものである。  























［ポライトネス］聴者に《許可》をさせるため、それが聴者に負担をかける（聴者の N FTA(1)）  





［ポライトネス］聴者に《協力》をさせるため、それが聴者に負担をかける（聴者の N FTA） 










［ポライトネス］聴者に《提供》をさせるため、それが聴者の負担となる（聴者の N FTA）  
















［ポライトネス］《提供》を受け入れないため、聴者をがっかりさせてしまう（話者の P FTA） 
《提供》を受け入れてもらえなかったと感じる（聴者の P FTA）  





［ポライトネス］《協力》を受け入れないため、聴者の好意を無下にしてしまう（話者の P FTA） 
《協力》が受け入れてもらえなかったと感じる（聴者の P FTA）  





［ポライトネス］《助言》を受け入れないため、聴者を嫌な気持ちにさせてしまう（話者の P FTA） 
《助言》を聞いてもらえなかったと感じる（聴者の P FTA）  






［ポライトネス］《勧誘》に応えられないため、聴者をがっかりさせてしまう（話者の P FTA） 
《勧誘》を断られてしまったと感じる（聴者の P FTA）  











［ポライトネス］聴者の心理的負担を軽くし、借りを小さくしてしまう（話者の N FTA）  






［ポライトネス］聴者の心理的負担を軽くし、借りを小さくしてしまう（話者の N FTA）  








図 2 「大丈夫」の原義とポライトネスとの関係性 




しっかりしている   ＝①非配慮  
 ↓   
【変化した用法】  
お身体は大丈夫ですか  問題・心配ない  緩和  ＝②配慮拡張  
 ↓ ↓  
【近年見られる新たな用法】(3) 
（申し出に対して）大丈夫です〈不要〉 
試着しても大丈夫ですか〈諾 or 否〉  
（試着しても）大丈夫です〈諾〉  
低程度で  

























➊《許可要求》【親】 ①《許可》【親】 ⑨《助言》に対する《拒否》【親】 
➋《許可要求》【疎】 ②《許可》【疎】 ⑩《助言》に対する《拒否》【疎】 
➌《依頼》【親】 ③《協力》【親】 ⑪《勧誘》に対する《拒否》【親】 
➍《依頼》【疎】 ④《協力》【疎】 ⑫《勧誘》に対する《拒否》【疎】 
➎《提供》【親】 ⑤《提供》に対する《拒否》【親】 ⑬《参加》【親】 
➏《提供》【疎】 ⑥《提供》に対する《拒否》【疎】 ⑭《参加》【疎】 
❼《提供要求》【親】 ⑦《協力》に対する《拒否》【親】 ⑮《謝罪》に対する《承認》【親】 
➑《提供要求》【疎】 ⑧《協力》に対する《拒否》【疎】 ⑯《謝罪》に対する《承認》【疎】 
  ⑰《感謝》に対する《承認》【親】 





縦軸は回答者の割合を示している。図 3 は疑問文における「大丈夫」、図 4 は平叙文におけ
る「大丈夫」のグラフである。○は「よく使う」「時々使う」と回答した人で、×は「使わ
ない」と回答した人である。 
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➊ ➋ ➌ ➍ ➎ ➏ ❼ ➑
いい○大丈夫○ いい×大丈夫○ いい○大丈夫×
84 






































疑問文「大丈夫」の使用率 56% 52% 51% 39% 36% 
平叙文「大丈夫」の使用率 83% 80% 72% 62% 60% 
全体の使用率 74% 71% 65% 55% 52% 
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表 2 年代別の「大丈夫」の使用率（各設問） 
 発話機能【親疎関係】 10 代 20 代 30 代 40 代 50 代以上 
➊ 《許可要求》【親】 61% 56% 63% 35% 35% 
➋ 《許可要求》【疎】 59% 55% 44% 45% 23% 
➌ 《依頼》【親】 62% 63% 56% 55% 44% 
➍ 《依頼》【疎】 42% 36% 25% 30% 26% 
➎ 《提供》【親】 74% 74% 94% 50% 30% 
➏ 《提供》【疎】 34% 31% 19% 20% 28% 
❼ 《提供要求》【親】 36% 32% 38% 10% 28% 
➑ 《提供要求》【疎】 39% 27% 31% 5% 16% 
① 《許可》【親】 78% 75% 63% 40% 40% 
② 《許可》【疎】 91% 93% 81% 75% 70% 
③ 《協力》【親】 46% 41% 38% 15% 33% 
④ 《協力》【疎】 82% 66% 50% 40% 26% 
⑤ 《提供》に対する《拒否》【親】 96% 96% 88% 65% 65% 
⑥ 《提供》に対する《拒否》【疎】 96% 98% 88% 70% 63% 
⑦ 《協力》に対する《拒否》【親】 99% 100% 88% 85% 79% 
⑧ 《協力》に対する《拒否》【疎】 99% 98% 94% 85% 91% 
⑨ 《助言》に対する《拒否》【親】 95% 97% 100% 90% 86% 
⑩ 《助言》に対する《拒否》【疎】 100% 99% 94% 95% 100% 
⑪ 《勧誘》に対する《拒否》【親】 68% 61% 38% 15% 23% 
⑫ 《勧誘》に対する《拒否》【疎】 75% 71% 69% 30% 26% 
⑬ 《参加》【親】 42% 44% 44% 65% 37% 
⑭ 《参加》【疎】 70% 64% 56% 50% 44% 
⑮ 《謝罪》に対する《承認》【親】 95% 89% 94% 90% 79% 
⑯ 《謝罪》に対する《承認》【疎】 100% 98% 88% 100% 91% 
⑰ 《感謝》に対する《承認》【親】 68% 69% 56% 50% 47% 
⑱ 《感謝》に対する《承認》【疎】 79% 68% 56% 30% 44% 
調査の結果は以下の通りである。 











































（1）Negative Face-Threatening Act（ネガティブフェイス脅かし行為）  
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